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【事業の目的・概要・対象】

【背景】

担当課 学校教育課 問合せ先 0957-53-4111(内線367)

一般財源 2,848 千円

【目的】
　市内の他校の児童生徒が作成した絵画、立体等の図工・美術作品を鑑賞し合ったり、各学校の合唱や演
奏を聴き合ったりすることで、豊かな心を培う。

【概要】
　市内音楽会、図工美術作品展の開催を実施する各々の事務局へ委託を行う。平成２３年度から長崎県中
学校文化連盟補助事業に組み込んでいる。

【対象】
　市内全小中学生

　市内全小中学生が参加する音楽会や、授業や部活動で取り組んだ作品を発表する図工美術展は、児童生
徒・保護者・学校からも大変好評であり、来場者数も多い。
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施策： 小・中学校教育の充実

事業名： 小中学生文化振興事業 現状維持 予算額

小中学生文化振興事

市内小学校音楽会

市内中学校音楽会

【音楽会】

【図工美術作品展】

市小学校図工作品展

市中学校美術作品展

豊かな心の育成

合唱や演奏の鑑賞

絵画・版画・工芸品等

の作品にふれる。

○情操教育に有効

○来場者数も多く
関心度も高い。



【活動指標】
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②

【成果指標】
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【予算・決算】

効率性
(コスト)

　音楽会は、経費のほとんどが児童生徒の輸送費であり、図工美術作品展は受付係の賃金で
あるため、いずれも削減の余地はない。

4,766 25,016

1次評価 担当者意見のとおり

2次評価 1次評価意見のとおり

妥当性
(市の関与)

　市内音楽会、市内図工・美術作品展ともに、市内・小中学生の作品の発表の場であり、市
として関与するのは当然である。

有効性
(施策貢献度)

　市内音楽会、市内図工・美術作品展の来場者数は平年並みで関心度は高いものがある。

フルコスト 3,219 3,448 4,073 4,744 4,766

50h 150h
嘱託員 0.00人

時間外勤務 50h 50h

1,918 9,753
職員 0.15人 0.20人 0.20人 0.25人 0.25人 0.25人 1.30人
人件費 1,134 1,411 1,454 1,918 1,918

0
一般財源 2,085 2,037 2,619 2,826 2,848 2,848 15,263
その他

0
地方債 0

県支出金

2,848 15,263
国庫支出金 0

事業費 2,085 2,037 2,619 2,826 2,848

100 100

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計

すばらしい音楽会だったと答えた児童 生徒数の割合。 満足した児童生徒数／参加児童生徒数目標値 ％ 100 100 100

H32
(目標)

音楽会への児童・生徒参加者数

図工美術作品展の入場者数 目標値 人 1,234 1,300 1,300 1,300 1,300

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)

目標値 人 2,172 2,180 2,180

H32
(目標)

7 7

2,180 2,180

図工美術作品展日数 目標値 日 7 7 7

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)


